予算要求資料
平成27年度当初予算　　　支出科目　款：商工費　項：商工費　目：工鉱業振興費
	事業名　成長産業・モノづくり若手人材育成事業費


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　

　　　　商工労働部　新産業振興課　成長産業推進係　電話番号：058-272-1111（内2937）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　E-mail： c11353@pref.gifu.lg.jp
１　事業費　　        　　　　3,827千円（前年度予算額：2,360千円）
＜財源内訳＞　
	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫

支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財産収入
	寄附金
	その他
	県　債
	一　般

財　源

	前年度
	2,360
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	2,360

	要求額
	3,827
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	3,827

	1月29日時点
査定額
	3,827
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	3,827

	決定額
	
	
	
	
	
	
	
	
	


２　要求内容
（１）要求の趣旨（現状と課題）
　　　　本県の産業構造は製造業に特化し、「モノづくり立県」として高い技術力を有する中小企業が集積する一方、若年者の技能離れ、あるいは近県への人材流出などの課題を抱えている。また、航空機や次世代自動車など今後成長が見込まれる産業分野への展開を図り、産業構造の高度化・多様化を図るためには、将来を担う人材、特に先端技術・先端材料等を扱うことのできる人材の育成に取り組んでいく必要がある。
（２）事業内容

　　　　地域産業人材の裾野を拡げ、特に将来の成長産業に係る、モノづくり産業を担う若手人材を育成するため、中日本航空専門学校及びその他関係機関と連携し、県内の高校生を対象に最先端技術等を体感できる機会を提供することにより、生徒の技術力向上ならびに就職意欲の喚起を図る。

　　　・航空宇宙産業セミナー／企業見学

　　　　【対象】県内工業系高校生

　　　　【規模】高校生　40名×12回（各回1日）

　　　　　　　　＜岐阜工業、岐南工業、大垣工業、可児工業、多治見工業、

　　　　　　　　　関商工（各高校2回実施予定）＞

　　　　【内容】工業系高校生を対象に、今後成長が期待される航空宇宙産業の魅力を伝えるセミナーを開催し、就業に必要となる資格・進路等について解説を行うとともに、県内航空機メーカーや関連中小企業の見学を通じて、航空宇宙産業就業の実体感をしてもらう。

　　　・航空機製造技術体験研修

　　　　【対象】県内高校生

　　　　【規模】高校生　12名×4回（夏2回・春2回）
【内容】県内の高校生を対象に、航空機製造に必要な知識の習得や、製造に必要な技術を体験することで先端技術・先端材料を扱う航空宇宙産業の魅力を感じる機会を提供する。
（３）県負担・補助率の考え方

今後成長が見込まれる航空宇宙産業の将来を担う人材育成は県が取り組む政策であり、県負担は妥当。
（４）類似事業の有無　　　無
３　事業費の積算内訳
	事業内容
	金額
	事業内容の詳細

	人件費
	216
	セミナーに係る講師謝金

	委託料
	2,077
	研修委託料

	使用料
	1,368
	バス借り上げ料

	その他
	　　 166
	旅費 20、消耗品費 50、保険料 96

	合計
	3,827
	


	　１月２９日時点の査定額の考え方　




	　決定額の考え方　




４　参考事項
（１）各種計画での位置づけ
　・長期構想
　　　Ⅱ－１　モノをつくって、地域外からお金を稼ぐ地域をつくる

　　　　　　　・航空宇宙産業を中核的産業に成長させる。
　・岐阜県成長・雇用戦略
　　　７－(１)　航空宇宙分野

　　　　③　関係者からの意見及び課題
　　　　　＜人材育成＞
○　民間旅客機の生産拡大もあり、中小企業も含めて人材が不足する見込み。特に高い技術力・品質保証能力を求められる航空宇宙産業では優れた人材が必要。
事業評価調書
	□  新規要求事業　

	■  継続要求事業


	１　事業の目標と成果


（事業目標）

	・何をいつまでにどのような状態にしたいのか
　工業系高校生をはじめ、将来の成長産業・モノづくり産業を担う若手人材の技術力向上ならびに就職意欲の喚起を図る。


（目標の達成度を示す指標と実績）

	指標名
	事業開始前
	指標の推移
	現在値
	目　標
	達成率

	航空機関連企業内定者数（工業高校生）
	60
（H24）
	（H  ）
	（H  ）
	73
（H25）
	90
（H27）
	81％


	
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	％



○指標を設定することができない場合の理由
	

	（平成25年度の取組）

・事業の活動内容（会議の開催、研修の参加人数等）

　○　航空宇宙産業セミナー／企業見学
　　①日　　程：平成26年5月28日

見学企業：川崎重工業株式会社　航空宇宙カンパニー

　参 加 者：岐阜工業高等学校　　生徒41名（実績）

　　　②日　　程：平成26年6月4日

見学企業：天龍エアロコンポーネント株式会社

参 加 者：多治見工業高等学校　生徒40名（実績）

　　　③日　　程：平成26年6月11日

見学企業：株式会社水野鉄工所

参 加 者：岐南工業高等学校　　生徒37名（実績）

　　　④日　　程：平成26年6月17日

見学企業：川崎重工業株式会社　航空宇宙カンパニー

参 加 者：多治見工業高等学校　生徒40名（実績）

　　　⑤日　　程：平成26年6月24日

見学企業：榎本ビーエー株式会社

参 加 者：大垣工業高等学校　　生徒33名（実績）

　＜今後開催予定＞

　　⑥日　　程：平成26年10月28日

見学企業：川崎重工業株式会社　航空宇宙カンパニー

　参 加 者：岐阜工業高等学校　　生徒40名

　　　⑦日　　程：平成26年10月31日

見学企業：今井航空機器工業株式会社

参 加 者：岐南工業高等学校　　生徒40名

　　　⑧日　　程：平成26年11月11日

見学企業：天龍エアロコンポーネント株式会社

参 加 者：可児工業高等学校　　生徒40名

　　　⑨日　　程：平成26年11月26日

見学企業：株式会社水野鉄工所

参 加 者：大垣工業高等学校　　生徒40名
　○　先端技術（CFRP成形・加工技術）研修
　　　①日　　程：平成26年7月28日～29日

参 加 者：県内工業系高校教員　7名（実績）

　　　②日　　程：平成26年7月30日～31日

参 加 者：県内工業系高校教員　5名（実績）


（平成26年度の成果）

	・平成26年度の取組により得られた事業の成果、今後見込まれる成果
今後成長が期待される航空宇宙産業の魅力や、普段あまり目にすることのない飛行機などを紹介したほか、企業見学では最先端技術を駆使した現場を見るなど、生徒の技術力向上や航空宇宙産業への就業意欲の向上につながった。




	２　事業の評価と課題


（事業の評価）

	・事業の必要性（社会経済情勢等に沿った事業か、県の関与は妥当か）

○：必要性が高い、△：必要性が低い

	(評価)

○


	航空機や次世代自動車など、今後生産規模の拡大が見込まれる成長産業分野においては、若手人材に対するニーズは更に高まるものと期待されるが、特に軽量強化部材の加工技術など、現在の高等学校のカリキュラムにはない先端技術・先端材料に関する知識を身につけた、即戦力となる人材が必要とされており、県が取り組む必要がある。

	・事業の有効性（指標等の状況から見て事業の成果はあがっているか）

　○：概ね期待どおり又はそれ以上の効果が得られている、△：まだ期待どおりの成果が得られていない

	（評価）

○

	　平成25年度の内定者数は前年度に比べ伸びており、当事業による一定の効果があった。今後も航空宇宙産業セミナーを受けた生徒が卒業を迎えることからさらなる増加が期待される。

	・事業の効率性（事業の実施方法の効率化は図られているか）

　○：効率化は図られている、△：向上の余地がある

	(評価)

○


	　航空宇宙産業セミナーは中日本航空専門学校及び航空宇宙関連中小企業に協力していただき、専門学校所有の機体に直接触れることや、普段は見ることができない製造現場を見せていただくことで生徒が興味もつ内容となっており、より魅力を伝えられる内容となった。


（今後の課題）

	・事業が直面する課題や改善が必要な事項
　　最先端技術や熟練技能・技術に関するセミナー・研修とあわせて、本事業により育成された優れた技術・技能をもつ若手人材と、人材を求める県内企業とのマッチングを行う必要がある。



（次年度の方向性）
	・継続すべき事業か。県民ニーズ、事業の評価、今後の課題を踏まえて、今後どのように取り組むのか

　これまでは、関連企業に就職実績のある工業系高校を対象として実施したが、他の工業系高校の参加や、工業系以外の高校の参加についても検討を行う。




